














[要約]4 ヵ月児と 10 ヵ月児をもつ父親に対して、母親(妻)の育児満足感を中心とする意

識内容の評定をもとめ、母親自身による自己評定の結果と比較した。その結果、父親も母

親も、母親の育児満足感と夫婦関係の良さは 4 ヵ月時より 10 ヵ月時で低下する一方、母

親の育児による仕事障害感は強くなると見なしていた。母親は、父親の協力度が 10 ヵ月

時に低下すると見なしていたが、父親自身は両月齢間で変化しないと回答した。母親の育

児満足感に影響する要因を重回帰分析で検討すると、母親が最も影響力が強いと見なした

要因は育児による仕事阻害感であり、父親のそれは夫婦関係の良好さであった。こうした

知見から、10 ヵ月児の母親の育児満足感を支えるためには、父親が考える以上に家事や

育児への協力を必要とすること、また母親が直面する社会的活動と育児との葛藤を父親も

共有することの必要性を指摘した。最後に、父親の仕事中心志向と家庭中心志向要因の特

徴について論じた。


